
令和7年6月19日

多摩市地域福祉計画推進市民委員会　評価部会

資料２

地域福祉計画へのプログラム評価導入に向けたロジックモデル（案）

資源

（インプット）

活動

（アクティビティ）

結果

（アウトプット）

中間成果

（中間アウトカム）

最終成果

（最終アウトカム）

行政による研修体制の強化 知識習得・情報共有が図られる 民生委員・児童委員の負担減少
民生委員・児童委員の充足率向上

（欠員の解消）

困りごとがあったとしても、

支援のネットワークにつながる地域

アンケート 民生委員数・充足率

会議開催方法の見直し 資料の提出等、会議出席の負担減少

証明事務の実施方法の周知 資料の提出・確認の負担が減少する

行政によるサポート体制の構築 活動の負担軽減や委員の安心感向上

地域包括支援センターとの連携 訪問活動等の負担軽減

班活動での新任民生委員へのフォロー
日常的な民生委員のサポート体制の構築によ

る、新任委員の不安軽減

アンケ―ト

前任委員からの引継ぎの強化 後任委員が短時間で確認可能

現任委員用見守り活動ヒント集の作成 活動内容の把握

大学生等による民生・児童委員協力員活動への協力
地域で暮らす高齢者の状況や住民主体の活動に

ついて学びの機会の提供

任期別座談会による民生委員同士の顔つなぎ 民生委員同士のつながりづくり

人材情報報告書を用いたアプローチの実施 民生委員候補者の間口拡大 民生委員のなり手増加

民生委員数

関係機関との連携強化

人材情報の名簿化

就労している候補者への啓発・周知

候補者向けパンフレットの作成

行政協力員や民生委員 OB への声掛けの依頼

初期成果

（初期アウトカム）

予算・人員

地域福祉計画の該当箇所：基本施策３地域の包括的なネットワークを充実する 施策（２）地域の多様な主体の活動の推進 ②民生・児童委員等への支援

導入理由：民生委員の充足率が都内他自治体と比べて低く、課題として捉えているため（都内平均は約9割弱、多摩市は約7割強）
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予算・人員
学習費用の補助

（スタディクーポン事業の実施）
学習機会の拡大 学習意欲の向上 学習習慣の定着 学力の向上 希望の進路達成 進路の選択肢の拡大

個人の権利が尊重され、

誰もがいきいきと参加できる地域

アンケート？

エピソード？
テスト・評定等？ アンケート アンケート アンケート

自己肯定感の向上 将来への意欲向上

アンケート アンケート

初期成果

（初期アウトカム）

中間成果

（中間アウトカム）

地域福祉計画の該当箇所：基本施策６ 多様な支援を推進する 施策（1）生活困窮者・支援が必要な若者等への支援 ①生活困窮者・支援が必要な若者等の自立支援の推進

導入理由：特定の対象者に対し、取組の期間とゴールが明確であることから、ロジックモデルの導入に適していると考えたため。


